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ペクヂ手/醗酵に就て第 1報
Proto(lectina随句作用保作に就て
小津潤二郎
(IJ 緒雷植物柔組織が軟属するのは主
さしτ徴tf:.物の分担、する protopfctlnaseIζょっ
τ細胞膜のペクチン質がi容静する事に墓園する
ものさされてゐる.併し植物納胞践の成分に聞
する我々の知識場極;少ゅ詩組織を柔軟1e才る
よの僻棄の殿斡な作局範閤令決定する事は出来
ない.植物組織中に不溶性の欣態に存在するペ
タチン質の中細胞膜中のものはプロトベ 9チジ
であり中間暦はベタチシ酸石灰或は複音ペクチ
シ酸から出来てゐる芝考へちれ縫って prot叩e.
tloase もこ種の酵素に分ける~カ寝首であるさ
言ふものもあり恐らC;;_.種の醗素ではないかも
知れないE 併し裁では plotopectio aseを組織を
溶解:せしめる酵素程度に取般ふ事にする. Pro. 
tQ伊ctioastの作用保件に闘しては Rllizop叫
Sc!er()t-j口ia，E1WlOlaのものが報告されてゐる
が著者は此等ミ異る数種の微生物φprc.tcpttLi. 
naseに挽て研究ぞ行った.
[IIJ Prot叩年tinaseと PHとの関係
時索液さしτはi数点物の培養液を遠心分離して
荊韓を除去せるもの又は之にアセトシを加へτ
沈殺せしめ培養液三等量の蒸溜水にi容解せしめ
たものを用ひた。或は又菌聞を水洗乾燥し5(')協
の水にt室温に12時間抽出せるものを酵素波さ
した。小I叫筒に酵素液 2cc及 Mcllvaioe或は
SoreH蜘の凶伽 2cc刺目 、1.品川5mmx
5mlllの馬鈴薯切片 1月ーを投入トルオール、タロ ー
ロフオルムi混合液令添加350Cの恒温槽中に
て作用せしめた 作用後切片を取trlHし指閉じ
て腕、接み柔軟化度を切片の全部犯されたるも
のを州、元の!事さの包/3-3/3柔軟化せるものを
情、 1/3-2/3柔軟化せるbのや朴、 1/3以下の
ものを+、表層のみ僅に犯されたる如〈感じら
れるもの金土ミじτ記載した.
超 ， 名.1作用 1_ PH 
|時間 1-2.02.5 3.0 :3・5 4.0 4・55・o5.5 6.06.5，'7.07・58.08・59・09・510.0
PellicilJ.ium expansum くlf.1f汁熔養液)UDU~ 12時間 + *棚r 州fHKIl+)句骨~tlt) f仕掛骨土"で
1 " (菌糸抽出稜) 13時間骨骨骨 tlt i枠 1* *州イ州)-*土ー
Bacilus natto 
食型車無添加1%ぺプト ν水)11時間 ー土土+件情惜州側、 fHtffiilt
" fI I く同上7セトシにぞ詑喜重) 13時間 l 骨骨材州 iltfHtfH十fHt1t
El'winia u.roideae • 食糧無1m加l，~~プトシ水) 13'時間 一::t: t十件iIt fHt州側*土
" " く同土アセトシ1:て沈澱) 13時甲 骨術情骨土ー
S示chal'omv三c一escerevisille く華号芽汁ti惹夜r~ "U'~~ 12時間+* fH十州柵:mJ朴 土 ー
骨 "く蘭櫨摘出液)" j 6時間朴 m 州fHt iIt * + ー
Jnc】lJusnatto の protope c.t~nllSe は従来他の
徴生物に幹τ報告されたものに比較して著しく
アルj)lJ側にて作用し 8・0-9.(')に最適 PHを
有して居り緩衝液の影響は認められ殺かウ1:'. 
Peniclllium叫 answuは 36-35(培養液)5.5 
(菌糸抽出液) Erwinia aotidf艇は 5oO-6・0
Sa<:charomycel; ctrevisiaeは3-0-3.5に最適 P日
そ有レτゐ1:.酵素液を 5分間煮沸しτ行へる
郵照試験ぽ責職せる範圏I'C於る酸及アル方習の
影響は殆ど存在せざる事を示した、試験毎に僅
少の盤動を示し又従来殻表せられた結媒も異同
があるが原因に説ては追求しなかう't!.
[II) Protopectin:ase-:t，温度との関係
〈最適温度〕 酔来波5ccを用ひ緩衝液令指日h
ざる外ば袖さ同巴方法にて試験しfこ.
微生物に.よって多少の相違ぞ示し Bacillul
Datto拡 51')OC 附近が最も作用旺盛で特殊1i結
果を示しfこ. I 
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• 
臨 福 名 |作用仲間 200c 
Penicillinmezpansum | 1時間
く倍養指E、起姐 PH4.6) 土 '十
世 " 2時間s&くG蘭il糸UI摘m出t液toPH5.5〉
く省建液 PH7.0) 1時間 土 + 
1/ 脅 2時間CTセトシ1:て沈澱PH7.0) ， 
Erwinia aroideae 2時間C担雪量豊液 PlI6.0) + 
fI " T~ トーにで沈澱PH6.0) 2時間 土' 
Sacchar皆o様myPcHe8cerevisiM 
〈階建 4，0) 4時間 土 市
l' /1 -く蘭也捕出稼 PH4.6) 6時間
Penlcill!uru ~xpansum に於て buffe~ ぞ加へ
て PH3.0及5.6出 dllusnattoに於て PH7.0 
及9.01二調節して 40・C1l50oCに於て行へる桔
呆1:'上さ問機な締呆を示し PHl:よる影響iまあ
まり餌められなかった.
〈破嬢極度〉 酵素液2ccぞ試験管に取り密栓
し刀 66.C650Cの温湯中に36分間段置し冷却
後馬鈴薯切片を投入して 35・C3時開放置しτ
破壊温暖を諒臨した.
菌 種 45 1600C ~~oC 閥
Penicillium 4eJz8p3 ansbm 
C省建措置 PH 土 it 
" 開くB菌ac糸il抽US出n1a夜tPoH 56〉 土 廿
(熔餐液Pl証7.6) + it十
" " ぐ_l!;可ErWセ1トシt:.てt澱 PH7.0) 十 it 
nai PaHroi6 deM 
く情事E滅 的 it 
N. " 
4e(EM7gcz4h，E液aトroシP血にH7cて4e.s0枕〉e澱eraPvHisi6a白0) it ーー. it 
" " く薗股抽出液 PH4.6) it 
ErTiaia carotovora の培養液に就℃行ヘる
Jonesの質職さ大韓同様な結果であった.
[IVJ Protopectinaseの阻害或は促準
物質
く食瞳の影響〉 酵素液 2ccに食瞳水2<;cを添
加し 3oO，CIこ12時間放置して酔案作用を見1:..
酪素液は Bacillusnatto培養液及 Penicillium
expansum .の菌糸抽出液にア台トシを加へて沈
鞍せしめτ蒸溜水に溶解せるものや用ひた.苦
土瞳及 Taoninの揚合も同ヒ醗来液を用ひたコ
Bacl1lu8回 ttoの plotopec緑町aseは amylue 
gooc 350C 4000 4bOC 加。c
* + 
* * * 十
f十
f十
it十 +1甘く制t) lIlIく柵〉 it十 * 土特C+) * * + 土# it 品十 itClII) 十社 土
十社 it it十 itく日11)" * 土
it十 it 怖く柵)itC'Hi) * 一• + * 骨にit十)itC制衿 + 一
it 制くitD 4俳 + ー. 
it it サ 土 ー
貧サ血lPenkmill- 薬n剖品凪m道1 BPacEilus 柔n依aj己0目t!
O.∞ 6.自 制〈僻〉 6.8 廿
0.25 5.8 僻 6.8 it十
D.5 5.8 I it 6.7 t 
1.0 .6.8 士 6.6 4 
2.5 5.6 一 6.4 』一 3 〈苦土曜の影響) Brownは Botrytisciロerea
に就℃硫建苛土の特殊な阻害作用を指摘しぢゐ
る.著者は食鞭の揚合さ同様t二して苦土盟の影
響に続試験した・
硫土Cm酸滋01穫苦.3 i l1 PA M-mv山"，~a，'I山m刷 11酸く斐m化01.舌度 I~・extlド-〓岬aum岨B. n.tto '. I ~_ _;~ I B.natto 
Q.∞ " ~く惜) Jサ O.∞ 猟{骨t) Tγ 
0.01 it 僻 0.01 it it 
0.02 il' サ 0、02 it t 
Q.l サ 0.1 サ 土
Brownは1/64mol，で完全lこ阻害する事を報
告ヴ噌あるが著者の揚合は食瞳と著しい差異は
認められ歩 BaclllU5Dattoのprotopectln伺e'に
劃して反封に促準作用を呈した，
(1担nlDの影響〉 純粋な市販 tannin酸必用
(，l上さ同様1.t録件に於て試験した.
品協tI P印刷ium柔抑軟制化s度umーl| Baei1111EM伽
96 PH PH柔歓佑度
0.00 5.9 1li (柵) 6.8 it 
0.Q1 5.8 it 6.7 . +. 
0.02 6.7 1t. 6.7 土
0.05 5.6 土 6.6 
0.1 6 . 4 6.5 
.同様に微量の食盟によ-って促進せしめられる. 0.02-0・(:)ð~ にτ殆ど完全に臨害される。
二回二・ (16) 
ぴ〕摘盟、
1) protopectinaseの最適PHは大韓5.0-6・0ざ
されてゐるが之は植物病原薗iこ就て、研究せられ
τ来た誌である.著者は Ptn1CllliumexpaCJum 
Bacillus natto Erwlnla aroldeae及 5a∞抽rom.
yαB cerevblaeに就τ夫々 PH8・d-S:5(菌糸
抽出液5・5)8・d-9.tl.5.5-6・0及び 3・(')-3・51.t
る結果ゐ超大。，
2) Penicllllum expansWD 5acc;batomyces ce-
吟vlsi践の protopèctlnase の適温は 4ð-45~C
である.Envfola aroidea6は4d-dO・CB制 UUI
tlato f玄関。C 附~で箸じ〈高温1;[結果を示
した。 protopect!nasoは 60-邸・c80分にし
て完全に破績された.
3) Brown は苦土盟による特殊な阻害作用を
指摘してゐるが、かhる作用は認められ?、民
封に Bacillusnattoの protopectinast!に劃じで
は Amylas圃同様瞳類の促準作用を認めた.
終りに本質臓に際し終始御懇篤な御指噂~賜
った恩師片桐英郎先生、に封し探謝の意を表す.
病審議防用薬剤の効果の研究第 2報
稲の成葉に於りる稲胡麻薬枯病に劃する猿防効果 (概報〉
西門義一中山隆夫宮脇雲夫
1・紺 冒時局下食糧の増産機保の上には
島章柴聞の効力検定の方法確立が急聾ある。
筆者等は轟にその効力検定の一方法ざして顕微
鏡用載物硝子を供用し、総胡麻薬枯病菌、稲熱 '.
病薗及小~赤雛病薗の分生胞子に3討する各種襲
剤溶液の費芽制止力を試験しt:.其結果は本研
境第1報乏しτ報告Lた (1襲撃研究 35:1邸-
"97. 1943) 之は更に各寄主杭物にう急足掛定
した上でないさ確質性が少ない.夫故筆者等は
、植木鉢に栽培した稲の葉につきて、稲胡麻薬枯
病費生防止上各種農業薬剤の効力を槍定した。
其方怯主主に結果の概要ぞままに報告する.
2・寅験の方法
(1)供試帽苗の裁培直冊目糎深さ20樋のト
タン製圃筒形のf直木鉢〈面積約5高分の1段〉
に紳カ彊の苗~1塊宛植付り普通の方法で施肥
議培じた.斯〈した宿で1稗の先端から 3葉ぞ ・
供誤する事さし、働かでも病理を都あ得る物或
は傷つきたる薬は凡て身除し℃、無病J健全なる
3~鹿のみを践しτ供用した.
(2)紫液の調製及撒布供試農業用策剤の稀
緯或は調製及撒布は本研究の第1報に記載じた
さ同様である.卸ち各種温度に調製した供試襲
剤波に、電動力iこふる盤搾室銭高F選り之を噴口
に連絡して、噴出せしめ撒布した。 此際~搾宰
気はグーヂlこよりて、常に δ封度の歴カとたる
様に加減調整した.撒布に供用する稲葉は前記
の如〈に穀培し允物で、之をト7鉢宛、霊都
軸の上九水平にiaI_i樽U得る囲板(直径回揮〉上
tこ載せ、其軸を電気蛮動機に連格し約2・5秒間
に1回の蓮きで回縛せしめた.斯〈して回暢せ
る稲葉に封し、襲接会各3tl秒間宛撒布じた2 撒
昏の後は静かな魔に放置して、 j散布した襲液が
自然蒸費によりて葉面に間着する様にしに.
(3)供試薗株並に夫の胞子噴轟轟に本研究
室てサ7離した宿胡麻葉結病菌の多数の薗除の内
で、分生晦子の形成の特に良好な薗株(第1089
系薗)を供用した，稲葉煎汁軍基天培養基に犠付
けて胞子を形成せし.め唱乏を殺菌水中じさり分
生胞子浮蹄液を作った.此浮辞波の調製法は本
研究第1報さ同様で、其抱子の濃さは1漏令載
物硝子上に取り検鏡(約140協〉して、ム視野に
(16) -16-
